
 

  

 

○学び続ける教師集団だから 

飛込授業後は、職員の皆さんと授業について楽しくも真面目に研修

を行いました。先生方は、授業を記録した写真や子ども達が記述した

内容を熱心に分析し協議をしていました。このような先生方だからこ

そ、あのように学び合い認め合う子ども達が育つのでしょう。 

○書けるために、発表できるために 

 漢字で、きれいな字で・・という指導の前に、先ずは自分が思った

ことは何を書いても良いという雰囲気をつくることが大切ですね。ま

た、短時間でも交流をする時間を与えることで、友達の考えと比較し

たり参考にしたりすることができるので、自分の考えを深めることに

つながります。また、いろいろ人と交流することで、多くの友達から

認められるので、安心して発表することができます。 

2 年生全員が発表できたのは、聴く姿勢や、友達の考えを否定し

ないような指導が日頃から行われているのだと感じました。 

○理由にはその子の背景や”らしさ”がみえてくる 

本研修のアイスブレーキングで行った「最近面白かったこと」「ど

ちらが好き」や「褒め言葉トランプ」も、その人“らしさ”が見えて

きましたね。特に、安全・安心な集団だと、より自己決定や自己開示

ができ、お互い相手を認めることができるようになります。 

○拍手、笑顔のあふれる学校 

研修中の数十秒のペアの話し合いやグループでの協議では、常に拍

手や笑顔にあふれていました。「正しい事は伝わりにくいが、楽しい

ことは伝わりやすい」ことを実感された先生方ですから、子ども達は

もっと笑顔があふれることになることでしょう。楽しみです！！ 
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たくさん書ける！ 発表できる！ 切り替えできる！ できる！ できる！ 
子どもの変容という事実から学ぶ 


